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平成29年2月27日(月)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：西村　将
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＜連絡事項＞

・防水シーツを洗濯に出す時は伝票も忘れずに提出して下さい。

・食事サービス提供委員会～食事に関する意見をアンケート用紙に記入して下さい。

　　　　　　　　　　　　　アンケート用紙は東Bユニットの壁に貼ってあります。

＜患者様連絡事項＞
・中市　正冶様～次回A1cの採血を行うまで、血糖測定（1検朝食前）継続の指示あり。

・三浦　久司様～鼻汁訴え、内服希望あり伊藤Drへ報告。PL3.0g1日分処方となる。

・土屋　由貴子様～2/28～朝のみパンへ変更。

・嶋守　與之様～排便－5日目の為、GE60ml処方となる。

・高橋　ミツ様～排便－4日目の為、便秘時継続指示あり、シンラック処方となる。

・藤井　孝蔵様～DIV　3/1まで継続、3/1セット3、凝固（TG、HDL、LDL、T-cho以外）。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察を行っている。開放中、日課をして過ごされている。女性スタッフへの過度な話し掛けはない。引き続き、精神症状の観察を行い早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。

・池野　功一様～身体拘束中。食事は自力で摂取しているが軽度むせこみみられている。拘束解除の要求聞かれているが不穏なし。引き続き、精神症状の観察を行い、ADL拡大できるよう看護介入行っていく。

・坂本　俊明様～身体拘束中。興奮なく指示の点滴施行。引き続き、認知症状の観察と肺炎に伴う症状観察とケアを継続していくとともに、拘束による障害が起こらないように観察と介入をしていく。

＜要注目患者樣ケース検討＞

・土屋　由貴子様～妄想発言は聞かれず自室で過ごされている。殆ど自室から出る事はな

　　　　　　　　い。

・聖前　偉三郎～帰宅要求聞かれず、静かに過ごされている。引き続き、認知症症状の観察を行い、帰宅要求あるため、所在の確認を行っていく。

・附田　カチ様～食事は介助にて摂取するが、「硬い」と訴えあり。引き続き、認知症周辺症状の観察を行っていく。

・藤井　孝蔵様～体温37℃台で経過し、酸素飽和濃度低下なし。食事も摂取出来てきているが妄想発言活発。引き続き、精神症状の観察と身体症状の観察を行っていく。

